　　　　　　　　　　　　　　　　別紙様式１

熊本大学大学院博士課程奨学制度（ＫＷＳ）申請書
令和　　年　　月　　日

　　　

　　　熊本大学長　殿

　　熊本大学大学院博士課程奨学制度（ＫＷＳ）の適用を受けリサーチ・アシスタント（ＲＡ）又は、ティーチング・アシスタント（ＴＡ）として採用願いたく、研究計画書を添えて申請します。

　　なお、下記の確認事項のとおり相違ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　本　人　　所属・年次　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先（電話）　　　　　　　　　　　　　　
※ 確認事項：下記の１～４を確認し、（　）内のどちらか該当する方に○印を付けてください。

　　　　　　 ただし、２は授業料免除申請の結果「不許可」となり、その後申請する場合に
　　　　　　 回答願います。
記

１．下記の①～⑨の全ての事項に該当しない(予定を含む)　　　　　　　（ はい・いいえ ）
① 前期の授業料免除の申請をしている。

② 後期の授業料免除の申請をしている。

③ 国費外国人留学生又は外国政府派遣留学生である。

④ 大学間協定により授業料を不徴収とされている外国人留学生である。
⑤ 社会人学生で授業料を会社等が負担し、又は給与が支給されている。

⑥ 学術振興会「特別研究員」に採用されている。

⑦ 本学、民間又は各種財団等から年間授業料の半額相当額以上の奨学金（返還免除）の支給を受けている。

⑧ 当該年度に懲戒処分を受けている。

⑨ その他本学から年間授業料の半額相当額以上の給与を受けている。
　　　２．下記ア又はイの該当する方に回答願います。

ア） 前記①の結果、「不許可」となった場合：

②～⑨に該当しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ はい・いいえ ）

　　　　  イ） 前記②の結果、「不許可」となった場合：


前期授業料の全額免除者でなく、かつ③～⑨に該当しない。　（ はい・いいえ ）
３．本学において他の制度により雇用されている又は雇用される予定である。（ はい・いいえ ）
「はい」と答えた方は、下記に必要事項を記載してください。
ア）雇用されている職名　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　イ）総時間数　　　　　　（　　　　　　　　　　　　時間　）　
　　　　　ウ）時間給単価　　　　　（　　　　　　　　　　　　　円　）
　　　エ）雇用期間　　　　　　（　　　　　　　～　　　　　　　）

　　　
４．長期履修を許可されている。　　　　　　　　　　　　　　   （ はい・いいえ ）
「はい」と答えた方は、下記に必要事項を記載してください。
年間授業料額　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　円　）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

指導教員記載欄

　注１）本制度では、前記１の①～⑨に該当しない博士課程学生を対象に、前期及び後期ごとに、それぞれ上限１０５時間の範囲内で、ＲＡ等として雇用するものです。

　　　　したがって、当該学生の指導教員におかれましては、この制度に基づく当該期の研究補助（雇用）を必要とする時間数を記載願います。（各期最大１０５時間の雇用が可能です。ただし、前記３及び４に該当する時は、雇用時間数の調整が必要です。）　
注２）上記の取り扱いの特例として、前期の授業料免除は｢非申請｣又は「不許可」であるが、後期に授業料免除申請予定のため前期にＲＡ採用の申請をしなかった者のうち、後期の授業料免除審査の結果「不許可」とされた者については、後期分「１０５時間」を「２１０時間」と読み替えるものとする。
　

指導教員　所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　採用計画時間数　（　　　 　　時間） ※上限１０５時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面に続く）

